
「小平アクティブプラン２１」推進状況調査 資料4

（課題１）　働く場における男女の機会の均等と待遇の充実

　       施策１  働く場における機会均等と待遇改善のための情報提供

　       施策２　女性の就労支援と経済的自立の支援

（課題２）　仕事と家庭生活の両立の支援

　       施策２  男性の家事・育児・介護参加への支援・充実

（課題１）　生涯にわたる健康保持の支援

　       施策１  健康保持・健康づくりへの支援

　       施策２  女性の生涯にわたっての健康支援

（課題２）　女性に対するあらゆる暴力の根絶のための施策の推進

　       施策１  パートナー間の暴力の防止・根絶

　       施策２  セクシュアル・ハラスメントの防止

（課題１）　あらゆる場での男女共同参画意識の醸成

　       施策１  家庭における男女共同参画の推進

　       施策２  学校教育における男女共同参画の推進

　       施策３  生涯学習における男女共同参画の推進

（課題２）　男女共同参画の視点に立った広報活動の推進等

　       施策１  意識啓発事業の推進

　       施策２  「メディア・リテラシー」の育成

（課題１）　政策・方針決定過程への男女共同参画

　       施策１  共同参画の拡大

　       施策２  市職員における男女共同参画の推進

（課題２）　地域活動における男女共同参画の促進

　       施策１  地域活動の推進

　       施策２  団体への支援と人材に関する情報収集

基本目標Ⅳ　さまざまな分野での男女共同参画の推進

基本目標Ⅲ　男女共同参画意識の浸透

基本目標Ⅱ　健康で安全な生活の実現

　       施策１  子育て支援の充実

基本目標Ⅰ　働く場における男女の共同参画・仕事と家庭生活の両立

「充実」：質の向上　「拡充」：数量的な増加　「推進」：新しい事業または従来の事業に新しい事業を加えるもの　「継続」：制度改正等がないかぎり変更なし　「検討」：実施検討するもの 1



「小平アクティブプラン２１」推進状況調査 資料4
基本目標
課題
施策

NO. 具　体　的　事　業 担　当　課 平　成　２７　年　度　実　績 平　成　２８　年　度　実　績
平成２９
年度予定

　・パンフレット配布、ポスター掲示に
　　よる啓発

　・市報「こだいら」等による啓発

　・資料配布等による労働環境整備の
　　啓発

産業振興課
啓発のためのポスター、チラシ（東京都等作成）の掲示、

配架を行った。

Ⅰ-1-1 ② ポジティブ・アクション実施の促進
市民協働・男女参画推進
課、職員課

（職員課）
女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づき
特定事業主行動計画「ＨＡＰＰＹこだいら～女性活躍編
～」を策定した。（平成28年3月）

Ⅰ-1-1 ③
パートタイム労働法などの事業者への普
及

産業振興課 啓発のためのポスター、チラシ（東京都等作成）の掲示、
配架を行った。

Ⅰ-1-1 ④ ハローワークと連携した求人情報の提供 産業振興課 求人情報チラシ（ハローワーク立川作成）の配架を行っ
た。

Ⅰ-1-1 ⑤
職業訓練校等と連携した能力開発機会の
提供

産業振興課 募集案内チラシ（東京都職業能力開発センター作成）の配
架を行った。

Ⅰ-1-1 ⑥ 男女共同参画に関連した入札制度の研究 契約検査課

平成27年度から総合評価方式の評価項目を「男女共同参画
の推進（育児・介護休業制度等の実績の有無）又は母子家
庭等の継続雇用の実績」へ改正し、工事請負契約5件の総
合評価を実施した。
なお、配点として、2つ以上の施策の取得実績があれば
2点、1つの施策の取得実績があれば1点とした。

市民協働・男女参画推進課

男女共同参画推進講座「就労支援」として男女共同参画セ
ンター登録団体と共催で、ワールドカフェ（平成27年11
月・平成28年2月に2回）を開催した。
テーマ：「女性の生き方・働き方」
参加者数：延べ46人　　保育：延べ5人

産業振興課

ハローワーク立川、東京しごとセンター多摩等で開催する
セミナー等の広報を行った。また「女性のための再就職支
援事業」として、結婚や育児等で退職後、再就職を希望す
る女性に対しスキルアップ研修や市内事業所における就業
体験を実施した。
・参加者数：延べ49人　　就業者数：4人

Ⅰ-1-1

Ⅰ-1-2 ①
就職･再就職や職業能力開発のための教
育・学習支援セミナーの開催

①

市民協働・男女参画推進課
男女雇用平等推進月間（6月）及び女性活躍推進に関する

ポスター掲示、窓口での資料・チラシの配架等を行った。

男女平等の労働条件整備の働きかけ

「充実」：質の向上　「拡充」：数量的な増加　「推進」：新しい事業または従来の事業に新しい事業を加えるもの　「継続」：制度改正等がないかぎり変更なし　「検討」：実施検討するもの 2



「小平アクティブプラン２１」推進状況調査 資料4
基本目標
課題
施策

NO. 具　体　的　事　業 担　当　課 平　成　２７　年　度　実　績 平　成　２８　年　度　実　績
平成２９
年度予定

子育て支援課
母子・父子自立支援員による就労相談・支援で活用し、必
要な情報提供と、チラシの配架を行った。

産業振興課
市報にＰＲを随時掲載し、チラシ（ハローワーク立川作
成）を配架するなど、こだいら就職情報室の利用促進を
図った。

市民協働・男女参画推進課 チラシ等の配架による情報提供を行った。

産業振興課 情報提供のためのポスター、チラシ（東京都等作成）の掲
示、配架を行った。

　・小口事業資金融資 産業振興課
小規模な事業を営む経営者を支援するため、金融機関に融
資のあっせんをし、利子及び信用保証料の一部補助を実施
した。

　・国民金融公庫融資｢女性･中高年
　　起業家支援資金｣の紹介

産業振興課

市の融資あっせん事業のチラシにその他の制度として掲載
し、配架を行った。
※平成20年度から日本政策金融公庫「女性・若者／シニア
起業家支援資金」に変更された。

　・「家族経営協定」の紹介 産業振興課
認定農業者の育成・推進を図り、4名の認定農業者が再認
定され、計61人（事業者）となった。認定農業者のうち、
家族経営協定は4件で変更なし。

Ⅰ-1-2 ⑤
母子家庭の経済的自立のための支援

・母子相談事業の実施
子育て支援課

ハローワークと連携し、就労相談・支援の充実を図るとと

もに、修学等に必要な資金の貸付を実施した。

・就労相談件数：43件

・母子及び父子福祉資金貸付件数：48件

Ⅰ-1-2

事業支援の充実

Ⅰ-1-2

Ⅰ-1-2

④

②
マザーズハローワーク、こだいら就職情
報室等の活用と広報の充実

③
女性の起業に対する講座の開催や情報の
提供

「充実」：質の向上　「拡充」：数量的な増加　「推進」：新しい事業または従来の事業に新しい事業を加えるもの　「継続」：制度改正等がないかぎり変更なし　「検討」：実施検討するもの 3



「小平アクティブプラン２１」推進状況調査 資料4
基本目標
課題
施策

NO. 具　体　的　事　業 担　当　課 平　成　２７　年　度　実　績 平　成　２８　年　度　実　績
平成２９
年度予定

Ⅰ-2-1 ①
子ども家庭支援センター、子育て相談窓
口の充実

子育て支援課

子ども家庭支援センター
・利用者数：11,799人
・活動件数：22,264件

子育て相談室
・相談件数：431件

子育てふれあい広場
・市立保育園全園
・地域センター等11か所

子ども広場
・地域センター等6か所

Ⅰ-2-1 ②
ファミリー･サポート・センター事業の
充実

子育て支援課

会員登録数（累計）3,098人
・利用会員：2,666人
・提供会員：  386人
・両方会員：   46人
・利用件数：4,691件

Ⅰ-2-1 ③ 児童･青尐年が活動する場の充実・拡大 子育て支援課

児童館事業（3か所）　年間利用者数
・花小金井南児童館　　：　小学生  9,559人
　　　　　　　　　　　　　中学生  2,176人
　　　　　　　　　　　　　高校生    504人
・小川町二丁目児童館　：　小学生 13,525人
　　　　　　　　　　　　　中学生  2,593人
　　　　　　　　　　　　　高校生    819人
・小川町一丁目児童館　：　小学生 14,860人
　　　　　　　　　　　　　中学生  3,222人
　　　　　　　　　　　　　高校生  1,355人
子ども広場（6か所）　年間利用者数
・小川東町地域センター：　小学生  3,557人
　　　　　　　　　　　　　中学生    542人
・さわやか館 　　 　　：　小学生  9,450人
　　　　　　　　　　　　　中学生  　945人
・中島地域センター　　：　小学生  3,589人
　　　　　　　　　　　　　中学生    479人
・大沼地域センター　　：　小学生  4,732人
　　　　　　　　　　　　　中学生    111人
・天神地域センター　　：　小学生  5,848人
　　　　　　　　　　　　　中学生  1,141人
・上水本町地域センター：　小学生  3,916人
　　　　　　　　　　　　　中学生  1,750人

「充実」：質の向上　「拡充」：数量的な増加　「推進」：新しい事業または従来の事業に新しい事業を加えるもの　「継続」：制度改正等がないかぎり変更なし　「検討」：実施検討するもの 4



「小平アクティブプラン２１」推進状況調査 資料4
基本目標
課題
施策

NO. 具　体　的　事　業 担　当　課 平　成　２７　年　度　実　績 平　成　２８　年　度　実　績
平成２９
年度予定

子育て支援課

青尐年センター　年間利用者数8,054人
　　　　　　　　　　（前年度比△1,568人）
 (内訳)市内 1,803人、市外 5,556人、他 695人
（参考）　・小学生　：3,171人
　　　　　・中学生　：2,891人
　　　　　・高校生等：  708人
※青尐年センターは平成28年3月31日に廃止した。

地域学習支援課

青尐年リーダー養成講座を実施した。
　（年間14講座）
・ジュニア（小学5・6年生）：40人
・シニア（中学1年生～高校3年生）：56人

姉妹都市小平町との尐年尐女交歓交流事業を実施した。
　（小平町で4泊5日）

子育て支援課

要保護児童対策協議会代表者会議を１回、実務者部会を3

回開催した。

小平市地区連絡協議会に学校、児童相談所、民生委員・児

童委員協議会が参加し、ネットワークの強化に努めた。

関連部署
（指導課）
小平市地区連絡協議会に小・中学校全校が参加し、ネット
ワークの強化に努めた。

保育事業の充実

　・子どもショートステイ事業 子育て支援課 ・利用延べ人数：107人（前年比△14人）

　・幼稚園アットホーム事業 保育課
・実施園：7園
・利用児童数：延べ3,139人

Ⅰ-2-1

Ⅰ-2-1 ④
「児童虐待を防止するネットワーク｣の充
実

③ 児童･青尐年が活動する場の充実・拡大

Ⅰ-2-1 ⑤

「充実」：質の向上　「拡充」：数量的な増加　「推進」：新しい事業または従来の事業に新しい事業を加えるもの　「継続」：制度改正等がないかぎり変更なし　「検討」：実施検討するもの 5



「小平アクティブプラン２１」推進状況調査 資料4
基本目標
課題
施策

NO. 具　体　的　事　業 担　当　課 平　成　２７　年　度　実　績 平　成　２８　年　度　実　績
平成２９
年度予定

　・市内保育施設入所可能数の一覧
　　表作成

保育課 保育課窓口、市ホームページに一覧表を掲載した。

　・緊急一時保育事業 保育課

・実施園：公立10園

・利用児童数：延べ22人

・利用日数：延べ177日

このほか、就学前児童の一時的な保育を行う事業として、

認可保育園において一時預かり事業を実施した。

・実施園：9園（私立8園、公立1園）

・利用児童数：延べ7,154人

・実施日数：延べ1,905日

　・保育園の待機児童の解消 保育課

・平成27年4月1日現在の待機児童数：178人
　　　　　　　　　　　　　　　（前年比11人増）
平成27年4月に私立保育園2園の新規開設（定員計120人)、
公立保育園からの移管による私立保育園の新規開設（定員
129人中、21人増員）、公立保育園建替えに伴う定員増（9
人増員）、認定こども園認可外保育施設から私立保育園へ
の移行（定員30人）があり、計180人の定員増を行った。

Ⅰ-2-1 ⑥ 学童クラブの充実 子育て支援課

学童クラブ28か所で実施した。
・年間延べ登録児童数：388,674人
・年間延べ出席人数：217,202人
・年間開設日数：294日

子育て支援課

子育てふれあい広場事業については、市立保育園10園、
地域センター等11か所で実施した。
・交流（延べ参加人数）：10,491人
・相談件数：1,354件
子ども広場事業は6か所で実施した。
・利用者数：74,008人
・相談件数：522件

保育課
保育園で遊ぼう会を10園で実施した。
・交流人数：270人

産業振興課 制度周知のチラシ(東京都等作成)を配架した。

市民協働・男女参画推進課 情報収集に努めた。

⑦Ⅰ-2-1

Ⅰ-2-1

⑤

地域の子育て支援の充実

　・子育て支援事業
　　ο子育てふれあい広場
　　ο子どもつどいの広場
　　ο子育ての知恵袋

⑧
長期の育児･介護休業制度を導入する企業
の褒章等の検討

Ⅰ-2-1

「充実」：質の向上　「拡充」：数量的な増加　「推進」：新しい事業または従来の事業に新しい事業を加えるもの　「継続」：制度改正等がないかぎり変更なし　「検討」：実施検討するもの 6



「小平アクティブプラン２１」推進状況調査 資料4
基本目標
課題
施策

NO. 具　体　的　事　業 担　当　課 平　成　２７　年　度　実　績 平　成　２８　年　度　実　績
平成２９
年度予定

Ⅰ-2-1 ⑨ 子育て支援事業の周知徹底 子育て支援課

子育てガイドを8,500部発行。公共施設及び母子手帳交付
時、医師会・歯科医師会を通じて市内医療機関で配布し
た。

健康推進課による新生児訪問の際に、子ども家庭支援セン
ターのリーフレット、子育てふれあい広場のチラシを配布
した。

子育てガイド・広場事業についてホームページにて情報発
信した。

子育て支援課

ひとり親家庭に対して手当の支給、医療費の助成を行い、
ひとり親家庭の福祉の向上を図った。
児童扶養手当
・延べ20,656人（516,857,700円）
児童育成手当
・延べ26,531人（358,169,000円）
ひとり親家庭医療費助成
・対象者：1,017世帯（1,969人）
・医療助成費：62,828,227円

子育て支援課

母子・父子自立支援員が、ひとり親家庭の生活・住宅・養
育や経済上の問題などの相談を行うとともに、ホームヘル
パーの派遣を行った。
・相談件数：1,093件
・ヘルパー派遣：1,259時間（2,069,390円）

Ⅰ-2-1 ⑪ 家事、子育てを支援する講座の開催 公民館
中央公民館及び分館で15コース実施した。
・受講者数：309人　　　保育：85人

公民館

家事・育児教室は、基本目標Ⅰ課題２施策１⑪「家事、子
育てを支援する講座」として実施した。
　中央公民館及び分館で15コース
・受講者数：309人　　　保育：85人

介護教室は、成人団体指導者養成講座「そろそろぼちぼち
介護入門」として実施。
・1コース：2回実施　　受講者数：31人

高齢者支援課
家族介護教室を地域包括支援センターごとに3回、計15回
開催した。
・参加者数：251人

市民協働・男女参画推進課 「出前講座」の実施要望なし。

子育て支援課 「出前講座」の実施要望なし。

②

Ⅰ-2-1

Ⅰ-2-2

Ⅰ-2-2
家事･育児に関する「出前講座」の実施の
検討

⑩ ひとり親家庭へのきめ細かい支援

① 家事･育児･介護教室の開催

「充実」：質の向上　「拡充」：数量的な増加　「推進」：新しい事業または従来の事業に新しい事業を加えるもの　「継続」：制度改正等がないかぎり変更なし　「検討」：実施検討するもの 7



「小平アクティブプラン２１」推進状況調査 資料4
基本目標
課題
施策

NO. 具　体　的　事　業 担　当　課 平　成　２７　年　度　実　績 平　成　２８　年　度　実　績
平成２９
年度予定

職員課

「仕事と子育てガイドブック」及び小平市特定事業主行動
計画「ＨＡＰＰＹこだいら」を平成27年6月に職員全員に
配付し、制度の周知・啓発を行った。
男性職員2名が育児休業を取得した。

産業振興課
啓発のためのポスター、チラシ（厚生労働省作成）の掲
示、配架を行った。

　・父親のための子育て支援講座 子育て支援課

子ども家庭支援センターの主催で、父親向けに「わらべう

たで遊びましょ」（親子、母親の参加も可）を2回開催し

た。

・参加組数：5組

　・「父親ハンドブック」の配布等、
　　父親への育児情報の提供の充実

健康推進課
妊娠届出時に母子健康手帳と一緒に、父親ハンドブックを
配付した。
・妊娠届出件数：1,606件

  ・マタニティクラス（父親参加）
    の充実

健康推進課

ハローベビークラス
・1コース（3日間）：8回実施（延べ24日間）
・土曜クラス：2回実施（延べ2日間）
・父親の参加実数：297人

Ⅰ-2-2 ⑤
介護者を支援する相談窓口や情報提供の
充実

高齢者支援課

地域包括支援センター（出張所を含む）9か所で介護者か

らの相談の受付や情報提供を行った。

（「介護保険べんり帳」「高齢者のしおり」「市報」）

Ⅰ-2-2 ⑥ 男性の介護に対する意識啓発の推進 市民協働・男女参画推進課
「男女共同参画推進についての市民意識・実態調査」で男

性の介護参加推進に必要なことについて等意見を伺った。

Ⅰ-2-2 ⑦ 家族介護教室等の情報提供 高齢者支援課
地域包括支援センターで家族介護教室等の情報提供を行っ
た。

③

Ⅰ-2-2

Ⅰ-2-2

④

父親に向けた育児支援

男性の育児休業取得の奨励と拡大

「充実」：質の向上　「拡充」：数量的な増加　「推進」：新しい事業または従来の事業に新しい事業を加えるもの　「継続」：制度改正等がないかぎり変更なし　「検討」：実施検討するもの 8



「小平アクティブプラン２１」推進状況調査 資料4
基本目標
課題
施策

NO. 具　体　的　事　業 担　当　課 平　成　２７　年　度　実　績 平　成　２８　年　度　実　績
平成２９
年度予定

健康づくり推進事業
　・健康づくり指導者の講習会への参加

健康推進課
東京都が開催する「健康づくり事業推進指導者研修」で保
健師、栄養士が講習を受講した。
・保健師6回　栄養士10回

　・地域健康づくり推進員の委嘱 健康推進課

・推進員人数：22人
計測会2回、薬物乱用防止キャンペーン、献血推進キャン
ペーン、健康フェスティバル、ピンクリボンキャンペーン
の参加のほか、「こだ健体操」の普及啓発に努めた。

　・地域健康づくりサポーター養成
　　講座の開催

健康推進課 平成20年度から廃止した。

　・健康教室事業の推進 健康推進課

健康づくり講演会（年3回）　　　　 　　：152人
乳がん検診時健康教室（年4回）　　 　　：95人
胃検診時健康教室（年64回）　　　　　　：2,524人
骨粗しょう症検診時健康教室（年12回）　：576人
出張健康教室（年34回）　　　　　　　　：710人
ヘルスアップ教室（年6回）　　　　　　 ：149人
栄養運動教室（年12回）　　　　　　　　：380人
男性の料理教室（年6回)              　：200人
女性のリラックス教室（年4回）　　　 　：115人
計測相談会（年4回)　　　　　　　　　　：342人
ヘルスアップセミナーOB会（年3回)　　　：72人
健康づくり相談（年140回）　　　　 　　：1,189人
こだ健体操サポーター養成講座（年3回)　：55人

　・生活習慣病予防・健康の増進・女性
　　特有の疾病に関する知識の普及

健康推進課
1歳6か月児健診・3歳児健診時に保護者に対し、生活習慣
病予防、女性特有疾患に関するチラシを配布した。
・女性のリラックス教室（年4回）：115人

　・心身の健康に関する必要な助言･
　　指導の実施

健康推進課 随時、相談等で医療機関などを紹介した。

Ⅱ-1-1

Ⅱ-1-1

①

②

健康教室の充実

「充実」：質の向上　「拡充」：数量的な増加　「推進」：新しい事業または従来の事業に新しい事業を加えるもの　「継続」：制度改正等がないかぎり変更なし　「検討」：実施検討するもの 9



「小平アクティブプラン２１」推進状況調査 資料4
基本目標
課題
施策

NO. 具　体　的　事　業 担　当　課 平　成　２７　年　度　実　績 平　成　２８　年　度　実　績
平成２９
年度予定

文化スポーツ課

スポーツ教室

(親子でふれあい体操教室・ボクシングエクササイズ教

室・整体ヨーガ教室・リラックスエクササイズ教室等)

・8種目：11コース　　参加者数：634人

歩け歩け事業

（グリーンロード歩こう会、小平～多摩湖歩け歩け会、新

春歩け歩けのつどい）

・3種目：3事業　　参加者数：907人

大会・スポーツまつり等

（市民スポーツまつり、市民体力測定会、こだいら市民駅

伝大会、尐年尐女マラソン大会、ニュースポーツデー等）

・参加者数：4,898人

多摩・島しょスポーツ振興事業

「トップ選手に学ぶ！ジュニアバドミントン教室」

・参加者数：延べ300人（3日間）

健康推進課 健康教室の中で、健康づくりを推進した。

健康推進課 随時、相談等で医療機関等を紹介した。

障がい者支援課
精神保健福祉相談の中で、保健所、地域生活支援セン
ター、医療機関等を紹介した。

Ⅱ-1-1 ⑤
現代病相談（アレルギー疾患等）の関係
機関への紹介

健康推進課 随時、相談等で医療機関等を紹介した。

Ⅱ-1-1 ⑥ 寝たきり予防のための健康講座の推進 高齢者支援課
各種内容の介護予防講座を計130回開催した。
・参加者数：2,350人

Ⅱ-1-1 ⑦ 学校における健康安全教育の推進 指導課 学習指導要領に基づいて、指導を行った。

　・基本健康診査、子宮がん・乳がん
　　検診受診の勧奨

健康推進課

乳がん・子宮がん検診通知発送時に、乳がん・子宮がん予
防啓発のチラシを同封した。
基本健康診査は、平成20年度から廃止した。
・女性のリラックス教室（年4回）：115人
・ピンクリボンキャンペーン（年3回）：2,577人

　・母親学級における保健教育、仲間
　　づくり、保健指導の充実

健康推進課

ハローベビークラス
・1コース（3日間）：8回実施（延べ24日間）
・土曜クラス：2回実施（延べ2日間）
・父親の参加実数：297人

④

③Ⅱ-1-1

Ⅱ-1-1

Ⅱ-1-2

心の相談等の関係機関への紹介

「健康づくり」「体力づくり」事業の推
進

①

女性に関する健康教育・健康相談の充実

「充実」：質の向上　「拡充」：数量的な増加　「推進」：新しい事業または従来の事業に新しい事業を加えるもの　「継続」：制度改正等がないかぎり変更なし　「検討」：実施検討するもの 10



「小平アクティブプラン２１」推進状況調査 資料4
基本目標
課題
施策

NO. 具　体　的　事　業 担　当　課 平　成　２７　年　度　実　績 平　成　２８　年　度　実　績
平成２９
年度予定

Ⅱ-1-2 ② 母子保健事業の充実 健康推進課
育児不安の強い母親を対象としたグループワークを年12回
実施した。

Ⅱ-2-1 ①
暴力と人権侵害防止に関する知識の普及･
啓発の強化

市民協働・男女参画推進課

東京都のデートＤＶに関する啓発・相談カードを市役所の
女性トイレに配架した。
市内大学へデートＤＶ防止に関する出前講座について周知
し、呼びかけを行った。

Ⅱ-2-1 ② ＤＶに関するパンフレットの作成 市民協働・男女参画推進課
情報提供（内閣府、東京都のパンフレット及び相談カード
の配架）を行った。

Ⅱ-2-1 ③ 女性相談窓口の充実と関係機関との連携 市民協働・男女参画推進課

女性相談室
・相談件数1,012件／294日
（電話相談518件、面談493件）
市報、横断幕の掲示及び公共施設への女性相談カードの配
架により、周知・案内を行った。
関係機関との連携を図りながら問題解決に繋げている。

Ⅱ-2-1 ④
母子自立支援員による相談指導、情報提
供

子育て支援課 相談者の状況に応じた適切な対応に努めた。

Ⅱ-2-1 ⑤ 緊急一時保護の充実 子育て支援課
被害者の安全確保を最優先に、関係機関と連携し迅速かつ
組織的な対応に努めた。

Ⅱ-2-1 ⑥ ＤＶ加害者対策の研究 市民協働・男女参画推進課
東京都の「配偶者暴力加害者対応マニュアル」等の研究を
行った。

Ⅱ-2-1 ⑦ ⑦民間シェルターへの支援 市民協働・男女参画推進課 民間シェルター連絡会へ補助金を交付した。

Ⅱ-2-2 ①
女性相談窓口の充実と関係機関との連携
（再掲）

市民協働・男女参画推進課

女性相談室
・相談件数1,012件／294日
（電話相談518件、面談493件）
市報、横断幕の掲示及び公共施設への女性相談カードの配
架により、周知・案内を行った。
関係機関との連携を図りながら問題解決に繋げている。

Ⅱ-2-2 ②
暴力と人権侵害防止に関する知識の普及･
啓発の強化（再掲）

市民協働・男女参画推進課

東京都のデートＤＶに関する啓発・相談カードを市役所の

女性トイレに配架した。

市内大学へデートＤＶ防止に関する出前講座について周知

し、呼びかけを行った。

「充実」：質の向上　「拡充」：数量的な増加　「推進」：新しい事業または従来の事業に新しい事業を加えるもの　「継続」：制度改正等がないかぎり変更なし　「検討」：実施検討するもの 11



「小平アクティブプラン２１」推進状況調査 資料4
基本目標
課題
施策

NO. 具　体　的　事　業 担　当　課 平　成　２７　年　度　実　績 平　成　２８　年　度　実　績
平成２９
年度予定

　・広報誌「ひらく」の発行と広域
　　配布の検討

市民協働・男女参画推進課

公募市民（小平市男女共同参画推進実行委員会）の企画・
編集による広報誌「ひらく」を発行した。
・37号　8,000部（10月発行）
・38号　8,000部（ 3月発行）
創刊（平成9年1月）当初から、市民の目線で男女共同参画
に関する広報誌を作成し、意識啓発を図っている。

　・「女と男のフォーラム」等の開催 市民協働・男女参画推進課

男女共同参画に関する講演会を開催した。
（小平市男女共同参画推進実行委員会の企画・運営）
平成28年2月13日（土）　中央公民館
「まだ見ぬ自分を信じて　チャレンジしよう！」
講師：福島　敦子（ジャーナリスト）
参加者数：112人　保育：3人

　・意識啓発講座の開催 市民協働・男女参画推進課

男女共同参画センター登録団体共催による講座を実施し
た。
ＮＰＯフェスタｉｎ元気村ひろば2015
・参加者数：延べ263人
ワールドカフェ　2回
・参加者数：延べ46人　保育：延べ5人

　・「父親ハンドブック」の配布等、
　　父親への育児情報の提供の充実（
    再掲）

健康推進課
妊娠届出時に母子健康手帳と一緒に、父親ハンドブックを
配付した。
・妊娠届出件数：1,606件

子育て支援課 基本目標１課題２に掲げる子育て支援事業を実施した。

高齢者支援課
家族介護教室を地域包括支援センターで各3回、計15回開
催した。
・参加者数：251人

①Ⅲ-1-1

Ⅲ-1-1

意識啓発事業の充実

② 子育てと介護の支援

「充実」：質の向上　「拡充」：数量的な増加　「推進」：新しい事業または従来の事業に新しい事業を加えるもの　「継続」：制度改正等がないかぎり変更なし　「検討」：実施検討するもの 12



「小平アクティブプラン２１」推進状況調査 資料4
基本目標
課題
施策

NO. 具　体　的　事　業 担　当　課 平　成　２７　年　度　実　績 平　成　２８　年　度　実　績
平成２９
年度予定

　・シルバー大学 公民館

・分館10館　受講者数：218人
　講座開設回数：100回（各分館10回）
・中央公民館（シルバー大学）受講者数：23人
　講座開設回数：24回

高齢者の生きがいのある社会づくりを目指し、高齢者の自
己啓発と社会活動への積極的な参加と仲間づくりや交流を
行い、教養・学習、趣味・技術、レクリエーション等の総
合学習の場とした。

　・女性問題関連の講習会、
　　女性セミナー等

公民館

市民講座の一環とし、「女性の生き方・権利等に関する講
座」という事業名で開催した。
・前期1コース（10回）・後期1コース（10回）
　受講者数：38人
女性の生き方等をテーマに行っている。保育付きで行うこ
の講座は、人生観が変わるきっかけにもなる。今後も引き
続き実施する。

Ⅲ-1-2 ① 教職員研修の充実 指導課
人権教育推進委員会や各学校における人権に関わる研修会

等にて東京都人権施策推進指針に基づき研修を行った。

Ⅲ-1-2 ② 進路指導の推進･充実 指導課 進路指導主任会で男女共同参画の視点を踏まえた指導を行
うよう各学校に働きかけを行った。

Ⅲ-1-2 ③
健康安全教育に関する個別相談・指導の
充実

指導課
学習指導要領に基づいて、発達段階に応じた指導を行っ
た。また、小・中学校全校にスクールカウンセラーを配置
している。

Ⅲ-1-2 ④
男女共同参画を意識した技術・家庭科教
育の充実

指導課 学習指導要領に基づいて、指導を行った。

Ⅲ-1-3 ① 夜間や休日に開催する講座の充実 公民館

夜間講座
・13コース：104回実施　　受講者数：248人
サタデー講座
・6コース：30回実施　　受講者数：85人

Ⅲ-1-3 ② 保育付き講座の充実 公民館

・保育付き主催講座9コース：乳幼児延べ769人

保育は子育て中の公民館活動を支援する重要な事業であ
る。今後も「保育オリエンテーション」や運営会議等を実
施し、利用者に対して保育事業の主旨を周知し、安全、安
心な運営に努める。

Ⅲ-1-1 ③

生活実践講座の開催

「充実」：質の向上　「拡充」：数量的な増加　「推進」：新しい事業または従来の事業に新しい事業を加えるもの　「継続」：制度改正等がないかぎり変更なし　「検討」：実施検討するもの 13



「小平アクティブプラン２１」推進状況調査 資料4
基本目標
課題
施策

NO. 具　体　的　事　業 担　当　課 平　成　２７　年　度　実　績 平　成　２８　年　度　実　績
平成２９
年度予定

健康推進課
薬物乱用防止のポスター・標語募集、駅前キャンペーンを
実施した。

地域学習支援課

青尐年健全育成講演会を開催した。
「子どものやる気を引き出す魔法の質問」
平成27年11月18日（水）
講師：清川　香織
　　　（魔法の質問認定講師、
        キッズインストラクタートレーナー）
参加者数：52人　　保育：5人

Ⅲ-1-3 ④ 生涯学習関係の指導者の育成 地域学習支援課
社会教育委員、青尐年委員、青尐年対策地区委員会に啓発
パンフレット等を配付した。

Ⅲ-1-3 ⑤
男女平等の視点に立った大学公開講座の
要請

市民協働・男女参画推進課
平成26年度に引続き「女性のリーダーシップから学ぶ」が

シリーズとして実施された。

Ⅲ-1-3 ⑥ 男女共同参画に向けた出前講座の実施 市民協働・男女参画推進課 「出前講座」の実施要望なし。

地域学習支援課

小平地域教育サポート・ネット事業を実施した。
　学校支援ボランティア活動実績等
・人　　数：延べ36,070人
・時　　間：延べ51,656時間
・講座開催数：108講座
・参加者数：延べ2,458人

図書館

図書整理などを行う一般ボランティア、古文書整理の古文
書ボランティア、地域情報のデジタル化作業を行っている
情報ボランティア、対面朗読を行う音訳ボランティア及び
カセットテープからデイジー図書への変換作業を行うデイ
ジー図書編集ボランティア、要介護等のために来館のでき
ない高齢者に本を宅配する宅配ボランティアの6つのグ
ループが活動した。

・ボランティアの活動実績　279日　725人

Ⅲ-1-3

Ⅲ-1-3 ⑦ 各種支援ボランティアの拡大･充実

③ 青尐年育成施策の充実

「充実」：質の向上　「拡充」：数量的な増加　「推進」：新しい事業または従来の事業に新しい事業を加えるもの　「継続」：制度改正等がないかぎり変更なし　「検討」：実施検討するもの 14



「小平アクティブプラン２１」推進状況調査 資料4
基本目標
課題
施策

NO. 具　体　的　事　業 担　当　課 平　成　２７　年　度　実　績 平　成　２８　年　度　実　績
平成２９
年度予定

Ⅲ-2-1 ①
広報誌「ひらく」の発行と広域配布の検
討（再掲）

市民協働・男女参画推進課

公募市民（小平市男女共同参画推進実行委員会）の企画・
編集による広報誌「ひらく」を発行した。
・37号　8,000部（10月発行）
・38号　8,000部（ 3月発行）
創刊（平成9年1月）当初から、市民の目線で男女共同参画
に関する広報誌を作成し、意識啓発を図っている。

Ⅲ-2-1 ②
「女と男のフォーラム」等の開催（再
掲）

市民協働・男女参画推進課

男女共同参画に関する講演会を開催した。

（小平市男女共同参画推進実行委員会の企画・運営）

平成28年2月13日（土）　中央公民館

「まだ見ぬ自分を信じて　チャレンジしよう！」

講師：福島　敦子（ジャーナリスト）

参加者数：112人　保育：3人

Ⅲ-2-1 ③ 意識啓発講座の開催（再掲） 市民協働・男女参画推進課

男女共同参画センター登録団体共催による講座を実施し
た。
ＮＰＯフェスタｉｎ元気村ひろば2015
・参加者数：延べ263人
ワールドカフェ　2回
・参加者数：延べ46人　保育：延べ5人

Ⅲ-2-1 ④
市報「こだいら」・ホームページによる
啓発

市民協働・男女参画推進
課、（秘書広報課）

男女共同参画週間に合わせた掲載など、効果的な啓発に努
めた。

(秘書広報課）
男女共同参画に関するイベントを周知した。
各メディアに対し積極的にプレスリリースを行った。

Ⅲ-2-1 ⑤ アクティブプラン２１の市民への周知 市民協働・男女参画推進課
公共施設や市政資料コーナーなどで閲覧できるよう配置す
るほか、ホームページに掲載した。

Ⅲ-2-1 ⑥
男女平等の視点に立った市刊行物発行の
ガイドラインの充実

秘書広報課
「広報紙・パンフレットなどを作成するときの視点」（ガ
イドライン）を庁内に周知し、さらなる意識の向上を図っ
た。

Ⅲ-2-1 ⑦
市の刊行物において、表現や男女の比率
などへの留意

各課

（秘書広報課）
市報「こだいら」にて人物のイラストや写真を用いる際に
は、女性と男性を併用するほか、女性のイメージがあるも
のをあえて男性の写真で紹介するなど、男女の平等感の表
現に努めた。

（職員課）
職員採用案内には女性と男性を載せている。

「充実」：質の向上　「拡充」：数量的な増加　「推進」：新しい事業または従来の事業に新しい事業を加えるもの　「継続」：制度改正等がないかぎり変更なし　「検討」：実施検討するもの 15



「小平アクティブプラン２１」推進状況調査 資料4
基本目標
課題
施策

NO. 具　体　的　事　業 担　当　課 平　成　２７　年　度　実　績 平　成　２８　年　度　実　績
平成２９
年度予定

Ⅲ-2-2 ① 市報「こだいら」の充実 秘書広報課

「広報紙・パンフレットなどを作成するときの視点」（ガ

イドライン）をもとに、市報「こだいら」の作成に当たっ

ても意識を持つようにしている。また、市報「こだいら」

にて人物のイラストや写真を用いる際には、女性と男性を

併用するほか、女性のイメージがあるものをあえて男性の

写真で紹介するなど、男女の平等感の表現に努めた。

Ⅲ-2-2 ②
メディア・リテラシー育成のための講座
の開催

市民協働・男女参画推進課 未実施

Ⅲ-2-2 ③
学校でのメディア・リテラシーの教育の
充実

指導課
小学校では「総合的な学習の時間」を中心に、中学校では

「技術・家庭（技術分野）」にて指導を行った。

市民協働・男女参画推進課
広報誌「ひらく」で紹介した書籍を男女共同参画センター
に配架し、貸出しを行った。

図書館 関係分野の資料収集に努めた。

Ⅳ-1-1 ①
審議会･委員会等における女性委員の参画
促進

市民協働・男女参画推進課
審議会・委員会等における男女共同参画の進捗状況調査を
実施。全庁に女性委員の登用状況について調査を行うこと
で、参画促進への協力を促した。

市民協働・男女参画推進課
審議会・委員会等における男女共同参画の進捗状況調査を
実施。全庁に女性委員の登用状況について調査を行うこと
で、参画促進への協力を促した。

市民相談課

(市民相談課)
法律相談の女性利用者の視点から、離婚相談などへの配慮
として女性弁護士の派遣依頼を行い、女性弁護士による相
談が受けられるようになった。
法律相談弁護士6人のうち3人の女性弁護士が担当した。

Ⅳ-1-1 ③
女性の政策･方針決定過程への参画状況調
査の実施と情報公開の促進

市民協働・男女参画推進課
審議会・委員会等における男女共同参画の推進状況調査を
実施し「小平市男女共同参画推進審議会」へ報告し、情報
公開した。

②

Ⅳ-1-1 ④ 審議会等附属機関の市民公募枠の拡大 政策課

審議会等における市民公募委員については､委員の改選時

をとらえながら､現行の委員総数の枠内でできる限り､委員

数の概ね4割から5割の水準で公募枠を確保するよう調整を

行った。

Ⅲ-2-2

Ⅳ-1-1 各種機関への女性登用の協力要請

④ 図書等の充実

「充実」：質の向上　「拡充」：数量的な増加　「推進」：新しい事業または従来の事業に新しい事業を加えるもの　「継続」：制度改正等がないかぎり変更なし　「検討」：実施検討するもの 16



「小平アクティブプラン２１」推進状況調査 資料4
基本目標
課題
施策

NO. 具　体　的　事　業 担　当　課 平　成　２７　年　度　実　績 平　成　２８　年　度　実　績
平成２９
年度予定

Ⅳ-1-1 ⑤ 男女共同参画推進活動団体等の支援 市民協働・男女参画推進課

男女共同参画センター（愛称：ひらく）登録団体に対し

て、団体利用や印刷利用を通じて自主活動を支援するとと

もに懇談会を開催して、情報共有を図った。

Ⅳ-1-1 ⑥ 成人団体指導者養成講座の実施 公民館

市民講座の一環とし3コース7回実施した。

「夏休み学習室小学校学習支援ボランティア要請講座」

・3回　受講者数：13人

「そろそろぼちぼち介護入門」

・2回　受講者数：31人

「地域のつながりを考える講座」

・2回　受講者数：13人

Ⅳ-1-1 ⑦
ホットＨＯＴこだいらファミリーデイ事
業等家族の絆を深める事業の啓発

地域学習支援課

・参加事業数：96件
（教育委員会15、市19、青尐対59、自治会1、ロータリー
クラブ2）
・土曜サービスデイ参加店舗数：10店舗

Ⅳ-1-2 ① 男女職員の職域の拡大 職員課 異動等において職域拡大に努めた。

Ⅳ-1-2 ② 昇任試験受験の奨励 職員課 引き続き女性職員の受験について勧奨している。

Ⅳ-1-2 ③
管理職に占める女性職員の割合を高める
よう努める

職員課 課長補佐以上　136人中22人（16.2％）

Ⅳ-1-2 ④
職員研修の充実
・男女共同参画推進のための研修

職員課

市独自研修として男女共同参画・セクシュアルハラスメン
ト防止研修を実施した。
・受講者数：11人（男性9人、女性2人）
東京都市町村職員研修所の男女共同参画社会形成研修に派
遣した。
・派遣者数：17人（男性14人、女性3人）

Ⅳ-1-2 ⑤
職場内における慣行・男女の役割分担の
見直し

各課 （職員課）
従来から男女で差を設けていない。

Ⅳ-1-2 ⑥
セクシュアル･ハラスメント防止に対する
苦情相談･防止策の充実

各課
（職員課）
相談等の実績なし。新任研修等で、相談先等を説明してい
る。

「充実」：質の向上　「拡充」：数量的な増加　「推進」：新しい事業または従来の事業に新しい事業を加えるもの　「継続」：制度改正等がないかぎり変更なし　「検討」：実施検討するもの 17



「小平アクティブプラン２１」推進状況調査 資料4
基本目標
課題
施策

NO. 具　体　的　事　業 担　当　課 平　成　２７　年　度　実　績 平　成　２８　年　度　実　績
平成２９
年度予定

市民協働・男女参画推進課
自治会及び地域活動等に必要な情報を、適宜自治会長宛に

配信した。

地域学習支援課
ＰＴＡを対象とする講演会の開催など、小平市立小学校Ｐ
ＴＡ連合会及び小平市立中学校ＰＴＡ連合会の活動支援を
行った。

　・各種講座の開設による学習機会の
　　提供と社会参加の促進

公民館

定期講座では市民講座・シルバー大学・家庭教育・子育
て支援に関する講座・女性セミナー・ヤングセミナー・
サタデー講座・ジュニア講座・パソコン講座等の実施し
た。
・受講者数 : 2,277 人 (84コース、636回実施)

地域社会の教育力の向上のために、学習の成果を地域活
動に活かすことができる仕組みづくりを推進する。27年
度に主催講座から派生した自主サークルは、21サークル
で、講座終了後は独自で活動していくことになる。学習
をサークル内だけに留めることなく地域の仲間を募り、
更には学んだことが地域に還元されるよう指導、助言に
努めた。

Ⅳ-2-2 ①
女性団体等活性化に向けての支援と活動
拠点整備の検討

市民協働・男女参画推進課

男女共同参画センター登録団体と懇談会を行い、参加・
共催団体を募り、男女共同参画センター（愛称：ひらく）
での講座やイベントを開催した。
ＮＰＯフェスタｉｎ元気村ひろば2015（平成27年10月）
・参加者数：延べ263人
ワールドカフェ　2回（平成27年11月、平成28年2月）
・参加者数：延べ46人　　保育：延べ5人

男女共同参画センターの平成28年度からの管理・運営方法
について、アンケートと懇談会により意見を収集した。

Ⅳ-2-2 ② 人材に関する情報収集の推進 市民協働・男女参画推進課 他区市の情報収集を行った。

①

地域活動等における男女共同参画の啓発

　・自治会やＰＴＡ等への参画促進

Ⅳ-2-1

「充実」：質の向上　「拡充」：数量的な増加　「推進」：新しい事業または従来の事業に新しい事業を加えるもの　「継続」：制度改正等がないかぎり変更なし　「検討」：実施検討するもの 18


